
�．はじめに
１．本論文に関わる先行研究

１）子どもに対するイメージ

田中（２００４）によると，子どもに対する

イメージが今と昔で変化してきている。昔

の子どもは，素直，親切で思いやりがあ

る，友達付き合いが上手で連帯・忍耐・道

徳といった公共性の礎となる要素を習得し

ていた，というイメージがある。一方，今

の子どもは，忍耐力がない，我慢ができな

い，衝動的かつ目先の利害で行動する，自

己中心的，人間関係を築くことが下手，社

会道徳や規範といったモラルに欠ける，得

体のわからない存在というイメージがあ

る。

また，２０～３０歳代の若年世代ほど子ども

らしさの指標を「無邪気」「元気」といっ

た純粋性と考えていることに対し，世代が
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本研究は，子育てをしている人々に対する意見や態度に影響を及ぼす要因として，子ど

もに対するイメージ，子育てをする親に対する眼差しの厳しさや偏見，さらにそれらを緩

和する要因などの視点から検討することを目的に行った。子どもイメージ尺度，子ども嫌

悪尺度，子育てをしている親に対する眼差しの厳しさ尺度，保育園建設に対する態度変容

に影響を及ぼす要因となる対策尺度を作成し，それぞれの尺度項目に加え，フェイスシー

トの項目，回答者の近隣に建設が予定された際の保育園建設に対する賛否態度を３０歳以上

の人に回答してもらった（n＝２１０）。分析の結果，若い世代よりも年代の高い人の方が子

どもに対する嫌悪感を抱いており，子育てをしている親に対する眼差しも厳しいことが考

えられる。保育園建設に対する賛否態度に関しては，子どもへの嫌悪感が強かったり，子

育てをしている親に対して冷たい視線を向けたりする人の方が，保育園の建設にも否定的

であるといえる。保育園建設に対する態度変容に影響を及ぼす要因に関しては，子どもに

対する嫌悪感や子育てをしている親に対する冷たい視線が，どの対策が地域住民の賛同を

得るために役に立つかに影響を与えると考えられる。
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あがるほど「真面目で素直」「大人や先生

のいうことを聞く」等の従順性を子どもら

しさの指標として重視する傾向が田中

（２００４）によって指摘された。

２）子育てをしている親に対する眼差し

中谷・森田（２０１４）によると，育児の内

容や行動を「迷惑である」と感じる側に

は，親への眼差しの厳しさがあると考えら

れる。そこには，育児の現状理解の難しさ

から，現在育児を行っていない人が公共の

場にいる親子に厳しい眼差しを向けること

に加え，養育者自身も，自らの育児の基準

で他者の育児に厳しい眼差しを向けている

といえる。

中谷・森田（２０１４）によると，インタビ

ュー対象者のほとんどが，子育てに関する

迷惑をかけた経験があると回答した。育児

の迷惑となりやすい内容には，ベビーカー

等で場所をとること，子どもが発する声や

音，子ども特有の行動，不適切な行動であ

った。子ども特有の行動には，動き回る，

突然行動する，興味のあるものに触れる，

汚れる，が挙げられた。不適切な行動に

は，他人への危害，危険行為，他人に失礼

な態度，が挙げられた。また，周囲からの

親への眼差しの厳しさを意識するインタビ

ュー対象者もみられ，周囲からの批判的な

声に遭遇したり，対象者自身が他の親を批

判的にみたりする意見もあった。

こうした社会をめぐる迷惑意識の前提に

は，「育児は育てている親自身の問題」と

考える私物的わが子観の根強さ，周囲や上

の世代からの親責任の期待の高さが含まれ

ていると中谷・森田（２０１４）は指摘してい

る。

また，船橋（１９９８）は１９９５年には子ども

のいない世帯が子どものいる世帯を上回っ

ていることから，世帯の集まりである地域

の中で，子育て中の世帯が少数派になるこ

とで，地域が子育ての場として機能しにく

くなることを指摘している。

３）現代的レイシズム

本研究では，在日コリアンに対する現代

的レイシズム尺度を参考に，子育てをして

いる親に対する眼差しの厳しさ問う質問項

目を作成した。

高・雨宮（２０１３）によると，McConahay

によって名づけられた現代的レイシズムと

は，黒人差別において「人種間の平等の必

要性自体は認めている」が，「偏み・差別

はすでに存在しておらず，現に存在する経

済的格差は不平等によるものではなく黒人

の努力の欠如によるものであり，黒人は政

府による優遇を過剰に求め，不当な経済的

恩恵を受けている」という考えであるが，

平等の必要性自体は認めている。現代的レ

イシズムは差別的行動に結びついているこ

とが示されているが，それを抱いている本

人にとって偏見であると自覚しにくい。

４）保育園建設に対する態度変容に影響を

及ぼす要因

公正の絆理論では，人が社会的判断を行

う際には，分配的公正，手続き的公正，信

頼感という公正要因が重視されると主張し

ている（大渕，２００４；田中，１９９９）。公正

の絆理論とは，組織や集団による決定が公

正になされたと知覚することが組織や集団

に対する肯定的評価，態度を強める（大

渕，２００４）というものである。

分配的公正とは，資源分配の公正さであ

る（青木・西野・松井・鈴木，２００３）。青

木，鈴木（２００５）によれば，手続き的公正
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とは，事業の進め方の公正さであり，その

具体的内容には発言機会の多さ，意見反映

可能性，回答の適切さ，参加者への尊重

感，説明の一貫性等が挙げられる（Leven-

thal，１９８０；馬場，２００２）。社会資本整備

が公正な事業プロセスに沿っていると認識

された場合，そうでない場合に比べて市民

の賛同度が向上する（青木・西野・松井・

鈴 木，２００３；青 木・星・佐 藤，２００４a ;

Aoki，２００４）。また，社会資本整備は政

府，自治体などの公共団体が主体であり，

公共の利益のために私権を制限することも

あるため，利害関係者の生活に大きな影響

を与えうる。それ故に，権威者に対する信

頼も社会資本整備に対する態度形成には重

要な要素となる。

２．本研究の目的

本研究においては，子育てをしている

人々に対する意見や態度に影響を及ぼす要

因として，子どもに対するイメージ，子育

てをしている親に対する眼差しの厳しさや

偏見，さらにそれらを緩和する要因などの

視点から検討することを目的とする。

�．方法
１．調査期間および実施方法

質問紙とWeb上のアンケートにて２０１６年

７月から２０１６年１０月に実施した。質問紙は

首都圏にあるA女子大学の授業後に大学

１，２年生と大学院生に配布し，家族や知人

の中で同意を得た３０歳以上の人に記入して

もらったものを，次回授業後に回収した。

Web上でのアンケートは，インターネット

上のアンケート作成サイトを利用して公開

し，SNS上で３０歳以上の人に回答を依頼し

た。アンケートへの協力は任意であり，協

力しない場合も不利益を被らないこと，ア

ンケートの結果は統計的に処理し，個人が

特定されることがないことを書面にて伝え

た。記入は無記名であり，アンケートの返

送をもって協力への同意とみなした。跡見

学園女子大学倫理委員会の承認を受けた

（承認番号１６０１１）。

２．調査内容

１）フェイスシート

性別，年齢，子ども・孫の有無，子ど

も・孫の年齢，住環境，住居の種類，住居

の建て方について回答を求めた。住環境，

住居の種類，住居の建て方については，厚

生労働省の平成２５年度国民生活基礎調査の

世帯票を参考に作成した。住環境は，「住

居地域」，「商業地域」，「工業地域」，「工業

地域」，「農業地域」，「その他」から回答を

求めた。住居の種類は，「持ち家」，「民間

賃貸住宅」，「社宅・公務員住宅等の給与住

宅」，「都市再生機構・公社等の公営賃貸住

宅」，「その他」から回答を求めた。住居の

建て方は，「一戸建て」「共同住宅（マンシ

ョン，アパート等）」から回答を求めた。

２）子どもイメージ尺度

田中（２００４）の今の子どもと昔の子ども

のイメージ比較の項目を参考に作成した。

今の子どもの特性として「当てはまる」と

回答した割合が，小数第一位を四捨五入

し，全体の８０％以上となる項目６項目を利

用した。回答は「非常に当てはまる」から

「全く当てはまらない」の７件法で求め

た。

３）子ども嫌悪尺度

子どもイメージ尺度と同じ項目を使用し

た。子どもイメージ尺度の項目全てに「～

なため，迷惑だ」という文章を付け加え，
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「非常に当てはまる」から「全く当てはま

らない」の７件法で回答を求めた。

４）子育てをしている親に対する眼差しの

厳しさ尺度

中谷・森田（２０１４）がインタビュー調査

の逐語録から分類した項目の中の「親への

まなざしの厳しさ」の項目と，高・雨宮

（２０１３）の在日コリアンに対する現代的レ

イシズム尺度を参考に作成した。計１３項目

を作成し，「非常に当てはまる」から「全

く当てはまらない」の７件法で回答を求め

た。

５）保育園建設に対する賛否態度

以下の文章を提示して，近隣に保育園建

設が予定されたことを想定してもらい，

「全く賛同できない」から「非常に賛同で

きる」の６件法で回答を求めた。

「あなたは，閑静な住宅街に一軒家

を持っています。先日，あなたの住宅

のすぐ近く，道を挟んで向かい側に保

育園の建設が予定されていると知らさ

れました。今後，説明会が開かれ，住

民の意見を聞いて方針が決められよう

としています。」あなたの保育園建設

に対する意見はどうですか？

６）保育園建設に対する態度変容に影響を

及ぼす要因となる対策尺度

公正の絆理論を参考に作成した。計１１項

目作成し，近隣の保育園建設に関して，一

般的に地域住民の賛同を得るためにどのく

らい役に立つかを尋ねた。「全く役に立た

ない」から「非常に役に立つ」の６件法で

回答を求めた。

�．結果
１．実験参加者の概要

本調査の回答は３０歳から８６歳までの男

女，２１０名から得られ，そのうち，男性４５

名，女性１６５名であった。

２．各尺度の検討

１）子どもイメージ尺度（Table１－１参

照）

子どもイメージ尺度６項目について主因

子法，プロマックス回転を用いて因子分析

を行った。その結果，２因子が抽出され，

すべての項目に単一の因子が０．４５以上の負

Table１－１．子どもイメージ尺度の因子分析

因子分析

項目内容 F１ F２

第１因子”迷惑行為”（α＝．７４）
２．子どもは衝動的行動が多く目先の利益で行動する。 ．８８ －．０６
３．子どもは自己中心的である。 ．７４ ．０６
１．子どもは声が大きい ．４７ ．０７

第２因子”躾が悪い”（α＝．７４）
６．子どもは基本的なマナーが出来ておらず、生活態度が悪い。 －．１２ ．９２
４．子どもは社会的道徳や規範意識に欠ける。 ．１８ ．６３
５．子どもは何を考えているかわからない。 ．１０ ．５０
（α＝．７８）
因子寄与率（％） ４７．７５ １８．９０
累積寄与率（％） ４７．７５ ６６．６５
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荷を示した。そこで，第１因子を「迷惑行

為尺度」，第２因子を「躾が悪い尺度」と

名付けた。α係数を用いて信頼性を検討し

たところ，α＝．７４であった。ただし，迷

惑行為尺度得点と躾が悪い尺度得点の合計

得点を子どもイメージ尺度得点（点数が高

い程ネガティブなイメージを持っている）

として検討した。子どもイメージ尺度全体

では，α＝．７８であった。

２）子ども嫌悪尺度

子ども嫌悪尺度６項目について主因子

法，プロマックス回転を用いて因子分析を

行った。その結果，１因子のみが抽出され

た。α係数を用いて信頼性を検討したとこ

ろ，α＝．９２であった。

３）子育てをしている親に対する眼差しの

厳しさ尺度（Table１－２参照）

子育てをしている親に対する眼差しの厳

しさ尺度１３項目について主因子法，プロマ

ックス回転を用いて因子分析を行った。因

子負荷量０．４３を閾値として用いたところ，

どの因子も負荷していない項目が２項目，

どの因子にも負荷している項目が１項目，

１項目のみの因子が１因子あったため，そ

の４項目を削除して再分析した。その結

果，２因子が抽出され，すべての項目に単

一の因子が０．４３以上の負荷を示した。第１

因子を「冷たい視線尺度」，第２因子を

「親の責任重視尺度」と名付けた。α係数

を用いて信頼性を検討したところ，“冷た

い視線”尺度はα＝．８５，“親責任重視”尺

度はα＝．６３であった。

４）保育園建設に対する態度変容に影響を

及ぼす要因となる対策尺度（Table１－３

参照）

保育園建設に対する態度変容に影響を及

ぼす要因となる対策を問う項目，１１項目に

ついて主因子法，プロマックス回転を用い

て因子分析を行った。その結果，３因子が

抽出され，すべての項目に単一の因子が

０．４５以上の負荷を示した。第１因子を「園

関係者の誠意ある対応尺度」，第２因子を

「小規模化尺度」，第３因子を「地域貢献

尺度」と名付けた。α係数を用いて信頼性

Table１－２．子育てをしている親に対する眼差しの厳しさ尺度の因子分析

因子分析� 因子分析�

項目内容 F１ F２ F３ F１ F２

第１因子”冷たい視線”（α＝．８５）
７．親たちは子育て環境の整備を不当に強く要求している。 ．８７ －．１４ ．００ ．８６ －．１２
９．親たちは男女平等の名のもとに過剰な要求をしている。 ．７５ －．０９ ．１１ ．７５ －．０５
８．子どもを連れている親はマナーが悪い。 ．７２ ．１０ －．２１ ．７２ －．０１
１１．親たちはすでに不当に社会的恩恵を得ている。 ．６９ －．０２ ．１３ ．６８ ．０６
１３．親たちは控えめに振る舞うべきだ。 ．６５ －．０３ ．２４ ．６６ ．００
１４．最近の親たちは養育力不足だ。 ．５１ ．１９ ．０８ ．５２ ．２２
１７．政府やマスコミは親たちに対して過度な配慮をしている。 ．４５ ．１４ －．１９ ．４３ ．１１
１９．親たちに対する子育てをめぐる問題は、もはや大した問題ではない。 ．４１ ．０３ ．３５
１６．子どもは人に預けず、自分で育てるべきだ。 ．３４ ．０７ ．００
１８．子どもを連れている時はもっと周りに配慮すべきだ。 ．３３ ．３１ －．３２

第２因子”親の責任重視”（α＝．６３）
１２．子どもの行動は全て親に責任がある。 －．０８ ．８６ ．２５ －．０２ ．８４
１０．親たちは常に、子どもから目を離すべきではない。 ．０３ ．５５ －．０７ ．０３ ．５３
１５．親たちが子育てをする環境に不満を持つのも、もっともだ。（逆転項目） ．０４ ．０５ ．６１

因子寄与率（％） ３５．６４ １１．０１ ９．６４ ４４．５０ １３．８９
累積寄与率（％） ３５．６４ ４６．６５ ５６．２９ ４４．５０ ５８．３９

－ 113－



を検討したところ，“園関係者の誠意ある

対応”尺度はα＝．８２，“小規模化”尺度は

α＝．６９，“地域貢献”尺度はα＝．７６であっ

た。

３．基礎統計量（Table２参照）

年齢とそれぞれの尺度得点の平均値・標

準偏差はTable２に示す通りである。

４．各尺度得点の検討

１）性別による検討

それぞれの下位尺度得点について，性別

と年代別の２要因の分散分析を実施した。

その結果，交互作用はみられなかった。性

別による有意な主効果もみられなかった。

そのため，以下の統計的な検討は性別を分

けずに全体として処理した。

２）年代による検討（Figure１参照）

（１）子どもイメージ尺度・子ども嫌悪尺

度

Table１－３．保育園建設に対する態度変容に影響を及ぼす要因となる対策尺度の因子分析

因子分析

項目内容 F１ F２ F３

第１因子”園関係者の誠意ある対応”（α＝．８２）
３．園長も説明会に同席する。 ．６６ －．０３ ．０４
２．園長が信頼できる。 ．８０ ．０７ －．０９
１．地域住民が納得するまで、自治体の担当者が説明会を開いてくれる。 ．８４ －．０３ －．０７
４．防音壁の設置等、防音対策を取ってくれる。 ．６１ －．１５ ．２２
５．地域住民のための交通安全対策を取ってくれる。 ．５５ ．１１ －．０５
６．園児の保護者が地域住民に配慮する。 ．４７ ．０４ ．０９

第２因子”小規模化”（α＝．６９）
７．園の規模を小さくする。 ．０１ ．７７ ．１４
８．外遊びの時間を制限する。 ．０８ ．７５ －．０６

第３因子”地域貢献”（α＝．７６）
１１．園関係者がバザー、ゴミ拾い等、地域への貢献を図る。 －．１７ ．１２ ．７７
９．地域住民が園の施設を利用できるようにする。 ．１５ －．０２ ．５８
１０．地域の子どもが優先的に入園できるようにする。 ．１１ －．０５ ．８１

因子寄与率（％） ３６．１１ １５．４３ １２．２４
累積寄与率（％） ３６．１１ ５１．５４ ６３．７８

Table２．各尺度の平均値と標準偏差

平均値 SD

年齢 ４９．１２ １２．２５
子どもイメージ ３．８１ １．０４
子ども嫌悪 ２．４０ １．０１
眼差しの厳しさ ３．７２ ０．９０

冷たい視線 ３．３５ ０．９９
親責任重視 ５．０２ １．２２

保育園建設の賛否態度 ４．１６ １．０６
対策全体 ４．５２ ０．５８

園関係者の誠意ある対応 ４．９６ ０．６８
小規模化 ３．２９ １．０６
地域貢献 ４．４３ ０．９５

－ 114－



子どもイメージと子ども嫌悪尺度の得点

について年代を要因とする１要因の分散分

析を行った。その結果，子どもイメージの

尺度得点において１０％水準の有意な傾向が

認 め ら れ た（ F（５，１９９）＝２．０６５， p

＜．１０）。そこでTukey法による多重比較を

行ったが，有意差はみられなかった。ま

た，子ども嫌悪の尺度得点において０．１％

水準の有意差が認められた（F（５，２０１）＝

５．６０３，p＜．００１）。そこでTukey法による

多重比較を行った結果，３０代の平均値が７０

代（p＜．００１），８０代（p＜．０１）に比べ有

意に低かった。また，４０代・５０代の平均値

は７０代に比べ５％水準で有意に低かった。

（２）子育てをしている親に対する眼差し

の厳しさ尺度

子育てをしている親に対する眼差しの厳

しさ尺度と，その下位尺度である冷たい視

線尺度，親責任重視尺度について年代を要

因とする１要因の分散分析を行った。その

結果，子育てをしている親に対する眼差し

の厳しさ尺度の得点において０．１％水準の

有意差が認められた（F（５，１９７）＝６．１３９，

p＜．００１）。そこでTukey法による多重比較

を行った結果，３０代の平均値が４０代（p

＜．０５），５０代（p＜．０１），６０代（p＜．０５），７０

代（p＜．０５），８０代（p＜．００１）に比べて

有意に低かった。

冷たい視線尺度の得点においても０．１％

水準の有意差が認められた（F（５，１９７）＝

７．０５９，p＜．００１）。そこでTukey法による

多重比較を行った結果，３０代の平均値が４０

代（p＜．０５），５０代（p＜．０１），６０代（p

＜．０５），７０代（ p ＜．０５），８０代（ p

＊＊＊p＜．００１，＊＊p＜．０１，＊p＜．０５
Figure１．年代による１要因分散分析結果
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＜．００１）に比べ有意に低かった。また，４０

代・５０代の平均値は８０代より５％水準で有

意に低いことが明らかになった。

（３）保育園建設に対する態度変容に影響

を及ぼす要因となる対策尺度

保育園建設に対する態度変容に影響を及

ぼす要因について，年代を要因とする１要

因の分散分析を行った。その結果，園関係

者の誠意ある対応において５％水準の有意

差が認められ た（F（５，１９９）＝２．４７４，p

＜．０５）。そこでTukey法による多重比較を

行った結果，有意な差はみられなかった。

３）子育て経験による検討（Figure２参

照）

子育て経験を要因として各尺度の得点を

分析するため，子どもがいない人を子ども

なし群，１２歳以下の子どもがいる人を子育

て中群，１２歳以下ではない子どもはいる

が，孫はいない人を子育て経験あり群，孫

がいる人を孫あり群と分類した。

（１）子どもイメージ尺度・子ども嫌悪尺

度

子どもイメージ尺度と子ども嫌悪尺度の

得点について子育て経験を要因とする１要

因の分散分析を行った。その結果，子ども

嫌悪尺度得点において５％水準の有意差が

認 め ら れ た（ F（３，２０２）＝２．８９７， p

＜．０５）。そこでTukey法による多重比較を

行った結果，子育て中の人の子ども嫌悪尺

度得点の平均値が，孫がいる人に比べ５％

水準で有意に低いことが明らかとなった。

（２）子育てをしている親に対する眼差し

の厳しさ尺度

子育てをしている親に対する眼差しの厳

しさと，その下位尺度である冷たい視線尺

度，親責任重視尺度について，子育て経験

を要因とする１要因の分散分析を行った。

その結果，子育てをしている親に対する眼

差しの厳しさ尺度の得点において０．１％水

準の有意差が認められた（F（３，１９８）＝

６．４８６，p＜．００１）。そこでTukey法による

多重比較を行った結果，子どもがいない人

＊＊p＜．０１，＊p＜．０５，†p＜．１０
Figure２．子育て経験による１要因分散分析結果
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は，子育て経験のある人（p＜．０５），孫が

いる人（p＜．０１）に比べて有意に得点が

低かった。また，子育て中の人は，孫がい

る人に比べ５％水準で有意に得点が低かっ

た。加えて，冷たい視線尺度得点において

０．１％水準の有意差が認められた（F

（３，１９８）＝６．９６０，p＜．００１）。そこでTukey

法による多重比較を行った結果，子どもが

いない人と子育て中の人は，子育て経験が

ある人（p＜．１０），孫がいる人（p＜．０１）

に比べると有意に得点が低いことが明らか

となった。親の責任重視尺度の得点におい

ても５％水準の有意差が認められた（F

（３，２０３）＝３．０４９，p＜．０５）。そ こ でTukey

法による多重比較を行った結果，子どもが

いない人は子育て中の人，子育て経験あり

の人に比べ５％水準で有意に得点が低かっ

た。

（３）保育園建設の賛否態度

保育園建設の賛否態度について，子育て

経験を要因とする１要因の分散分析を行っ

た。その結果，１０％水準の有意傾向が認め

ら れ た（F（３，１９９）＝２．５６５，p＜．１０）。そ

こでTukey法による多重比較を行った結

果，子育て中の人の保育園建設の賛否態度

の平均値が，子育て経験がある人と孫がい

る人に比べ１０％水準で有意に高い傾向にあ

ることが明らかとなった。

４）各尺度得点と子育て経験の有無におけ

る相関係数と偏相関係数（Table３参照）

子どもイメージ尺度，子ども嫌悪尺度，

子育てをしている親に対する眼差しの厳し

さ尺度，冷たい視線尺度，親責任重視尺度

得点間の相関係数と，各尺度得点と子育て

経験の有無における相関係数を算出した。

さらに，年代の影響をコントロールした偏

相関係数も算出した。その結果，相関係数

においては，すべての尺度得点間で有意な

相関がみられ，子どもイメージ尺度得点を

除く，子育て経験とすべての尺度得点間で

有意な相関がみられた。偏相関係数におい

ては，子ども嫌悪尺度得点と親責任重視尺

度得点を除き，すべての尺度間で相関がみ

られた。子育て経験と各尺度得点において

は，親責任重視尺度得点においてのみ有意

な相関がみられた。

５）各尺度得点の高低による保育園建設の

賛否態度と保育園建設に対する態度変容に

影響を及ぼす要因となる対策尺度得点の比

較（Table４参照）

子どもイメージ尺度，子ども嫌悪尺度，

子育てをしている親に対する眼差しの厳し

さ尺度，冷たい視線尺度，親責任重視尺度

それぞれについて平均値を基準として得点

の高い群，低い群の２群に分けた。子ども

イメージ尺度は，子どもイメージ尺度得点

Table３．各尺度得点と子育て経験の有無における相関係数と偏相関係数

子どもイメージ 子ども嫌悪 眼差しの厳しさ 冷たい視線 親責任重視 子育て経験

子どもイメージ ― ．５２０＊＊ ．３７０＊＊ ．３６６＊＊ ．２０７＊＊ －．０１５
子ども嫌悪 ．５１８＊＊＊ ― ．４６９＊＊ ．５０３＊＊ ．１５８＊ ．１３７＊

眼差しの厳しさ ．３８５＊＊＊ ．３８９＊＊＊ ― ．９６０＊＊ ．６０４＊＊ ．２９３＊

冷たい視線 ．３８２＊＊＊ ．４２２＊＊＊ ．９５３＊＊＊ ― ．３５６＊＊ ．２８４＊＊

親責任重視 ．１９０＊＊ ．０９６ ．５９８＊＊＊ ．３２７＊＊＊ ― ．１５０＊

子育て経験 －．０３５ －．０９６ ．０４１ －．００６ ．１４３＊ ―

表中右上が相関係数，左下が偏相関係数
＊＊＊p＜．００１，＊＊p＜．０１，＊p＜．０５
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の平均値が３．３以下を子どもイメージ良

群，３．７以上を子どもイメージ悪群とし

た。子ども嫌悪尺度は，子ども嫌悪尺度得

点の平均値が２．４以下を低群，２．５以上を高

群とした。子育てをしている親に対する眼

差しの厳しさ尺度は，子育てをしている親

に対する眼差しの厳しさ得点の平均値が

３．６以下を低群，３．７以上を高群とした。冷

たい視線尺度は，冷たい視線得点の平均値

が３．３以下を低群，３．４以上を高群とした。

親責任重視尺度は，親責任重視得点の平均

値が５．０以下を低群，５．０１以上を高群とし

た。

（１）子どもイメージ尺度・子ども嫌悪尺

度と保育園建設の賛否態度

子どもイメージ，子ども嫌悪得点の高

群・低群で保育園建設の賛否態度に有意な

差があるかを検討するため，対応の無いt

検定を行った。その結果，０．１％水準で子

どもに対するイメージが悪い群は子どもイ

メージの良い群よりも保育園建設の賛否態

度の得点が低いことが明らかになった（t

（１６２）＝３．６６８，p＜．００１）。ま た，０．１％水

準で子ども嫌悪高群は子ども嫌悪低群より

も保育園建設の賛否態度の得点が低いこと

が 明 ら か に な っ た（t（１９９）＝４．８５２，p

＜．００１）。

（２）子育てをしている親に対する眼差し

の厳しさ尺度と保育園建設の賛否態度

子育てをしている親に対する眼差しの厳

しさ尺度と，その下位尺度である冷たい視

線尺度，親責任重視尺度得点の高群・低群

で保育園建設の賛否態度に有意な差がある

かを検討するため，対応の無いt検定を行

った。その結果，１％水準で子育てをして

いる親に対する眼差しの厳しさ得点高群は

低群よりも保育園建設の賛否態度の得点が

低いことが明らかになった（t（１７８）＝

２．９８８，p＜．０１）。また，１％水準で冷た

い視線得点高群は低群よりも保育園建設の

賛否態度の得点が低いことが明らかになっ

た（t（１９５）＝２．８９７，p＜．０１）。

（３）子どもイメージ尺度・子ども嫌悪尺

度と保育園建設に対する態度変容に影響を

及ぼす要因となる対策尺度

子どもイメージ良群・悪群，子ども嫌悪

得点の高群・低群で保育園建設に対する態

度変容に影響を及ぼす要因となる対策尺度

Table４．各尺度得点の高低による建設賛否と保育園建設に対する態度変容に影響を及ぼす要因となる対策尺度得点
の平均値の比較

建設賛否 対策全体 園関係者の誠意ある対応 小規模化 地域貢献

平均値 SD t値 平均値 SD t値 平均値 SD t値 平均値 SD t値 平均値 SD t値

子どもイメージ悪群 ３．８７ １．０９
３．６６８＊＊＊

４．５６ ０．６０
０．９９７

４．９９ ０．６５
０．１５８

３．５８ １．０３
３．８２５＊＊＊

４．３７ ０．９８
０．４７１

良群 ４．４８ ０．９０ ４．４７ ０．６４ ４．９７ ０．７６ ２．９４ １．０４ ４．４４ １．０５

子ども嫌悪 高群 ３．７５ １．０７
４．８５２＊＊＊

４．４４ ０．６０
１．８１８†

４．８４ ０．７０
２．５１１＊

３．６１ １．０５
３．８００＊＊＊

４．１８ ０．９５
３．２９１＊＊

低群 ４．４５ ０．９５ ４．５９ ０．５６ ５．０８ ０．６３ ３．０６ １．０２ ４．６１ ０．９２

眼差しの厳しさ高群 ４．００ １．１５
２．９８８＊＊

４．５６ ０．５９
０．２３３

４．９６ ０．６７
０．８２３

３．５４ １．０６
３．５０１＊＊＊

４．４５ ０．９１
０．７１５

低群 ４．４５ ０．８３ ４．５４ ０．５９ ５．０４ ０．６８ ２．９９ １．０２ ４．５４ ０．８９

冷たい視線 高群 ３．９９ １．１４
２．８９７＊＊

４．５３ ０．５９
０．１９９

４．９２ ０．６８
１．４２０

３．４８ １．０６
２．６１５＊＊

４．４６ ０．８８
０．２３８

低群 ４．４ ０．８３ ４．５５ ０．５７ ５．０５ ０．６５ ３．０９ １．０４ ４．４９ ０．９５

親責任重視 高群 ４．１４ １．２２
０．１４５

４．６４ ０．６４
２．５５５＊

５．１３ ０．６８
２．９０２＊

３．４２ １．１７
１．５６５

４．４７ １．１２
０．５３１

低群 ４．１６ ０．９０ ４．４３ ０．５１ ４．８６ ０．６４ ３．１８ ０．９６ ４．４０ ０．７９

＊＊＊p＜．００１，＊＊p＜．０１，＊p＜．０５，†p＜．１０

－ 118－



に有意な差があるかを検討するため，対応

のないt検定を行った。その結果，１％水

準で子どもイメージ良群は子どもイメージ

悪群よりも小規模化尺度の得点が低いこと

が明らかとなった（t（１６３）＝３．８２５）。対策

全体では，子ども嫌悪得点高群の方が子ど

も嫌悪得点低群よりも１０％水準で得点が有

意 に 低 い 傾 向 が み ら れ た（t（１９９）＝

１．８１８）。園関係者の誠意ある対応尺度で

は，子ども嫌悪得点高群の方が子ども嫌悪

得点低群よりも５％水準で得点が有意に低

かった（t（２００）＝２．５１１）。地域貢献尺度で

は，子ども嫌悪得点高群の方が子ども嫌悪

得点低群よりも１％水準で有意に得点が低

い こ と が 明 ら か と な っ た（t（２０３）＝

３．２９１）。小規模化尺度では，子ども嫌悪得

点高群の方が子ども嫌悪得点低群よりも

０．１％水準で有意に得点が高いことが明ら

かとなった（t（２０２）＝３．８００）。

（４）子育てをしている親に対する眼差し

の厳しさ尺度と保育園建設に対する態度変

容に影響を及ぼす要因となる対策尺度

子育てをしている親に対する眼差しの厳

しさ，冷たい視線，親責任重視得点の高

群・低群で保育園建設に対する態度形成に

おける眼差しの厳しさの緩和要因となる対

策に有意な差があるかを検討するため，対

応のないt検定を行った。その結果，子育

てをしている親に対する眼差しの厳しさ，

冷たい視線，親責任重視得点それぞれにお

いて有意差がみられた。子育てをしている

親に対する眼差しの厳しさ得点高群は低群

よりも０．１％水準で小規模化尺度の得点が

高いことが明らかとなった（t（１８０）＝

３．５０１）。冷たい視線得点高群は低群よりも

１％水準で小規模化尺度の得点が有意に高

かった（t（１９８）＝２．６１５）。親責任重視得点

高群は低群よりも５％水準で対策全体の得

点が有意に高く（t（２００）＝２．５５５），１％水

準で園関係者の誠意ある対応尺度の得点が

有意に高いことが明らかとなった（t（２０１）

＝２．９０２）。

６）重回帰分析（Figure３参照）

（１）保育園建設の賛否態度に関する重回

帰分析

子どもイメージ尺度得点，子ども嫌悪尺

度得点，子育てをしている親に対する眼差

しの厳しさ尺度得点，冷たい視線尺度得

点，親責任重視尺度得点を独立変数，保育

園建設の賛否態度を従属変数として，強制

投入法による重回帰分析を行った。その結

果，重決定係数は．１９であり，０．１％水準で

有意であった。標準偏回帰係数を見ると，

子ども嫌悪尺度得点が１０％水準で負の有意

な値であり（β＝－．１５，p＜．１０），また，

冷たい視線尺度得点が０．１％水準で負の有

子ども嫌悪 子ども嫌悪－．１５† ．１７＊R２＝．１９＊＊＊ R２＝．１４＊＊＊

建設賛否 小規模化

冷たい視線 冷たい視線－．２９＊＊＊ ．１７＊

＊＊＊p＜．００１，＊p＜．０５，†p＜．１０
Figure３．重回帰分析結果
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意な値であった（β＝－．２９，p＜．００１）。

（２）保育園建設に対する態度変容に影響

を及ぼす要因となる対策尺度に関する重回

帰分析

子どもイメージ尺度得点，子ども嫌悪尺

度得点，子育てをしている親に対する眼差

しの厳しさ尺度得点，冷たい視線尺度得

点，親責任重視尺度得点を独立変数，保育

園建設に対する態度変容に影響を及ぼす要

因となる対策尺度の下位尺度である小規模

化尺度を従属変数として強制投入法による

重回帰分析を行った。その結果，重決定係

数は．１４であり，０．１％水準で有意であっ

た。標準偏回帰係数を見ると，５％水準で

子ども嫌悪尺度得点（β＝．１７，p＜．０５）

と，冷たい視線尺度得点（β＝．１７，p

＜．０５）が有意な値であった。

�．考察
１．年代に関する考察

子ども嫌悪尺度得点の３０代の平均値が７０

代・８０代に比べ有意に低かったことから，

年代が高い方が子どもに対して嫌悪感を抱

いていることが考えられる。

また，子育てをしている親に対する眼差

しの厳しさ尺度得点の３０代の平均値が他の

どの年代より低かったことから，年代が高

いほうが子育てをしている親に対して厳し

い眼差しを向けていることが考えられる。

冷たい視線尺度得点においては３０代の平均

値が他のどの年代よりも低かった。このこ

とから，年代が高い方が子育てをしている

親に対する眼差しの厳しさの中でも，「親

たちは子育て環境の整備を不当に強く要求

している」や「親たちは男女平等の名のも

とに過剰な要求をしている」等，特に子育

てをしている親に冷たい視線を向けている

傾向があると考えられる。一方，親責任重

視尺度の得点は年代で有意差がなかったこ

とから，親の責任はどの年代でも重視して

いることが考えられる。

２．子育て経験に関する考察

子育て中の人々の子ども嫌悪得点の平均

値が，孫がいる人に比べて低かったことか

ら，孫がいる人々の方が子育て中の人々よ

り子どもに対し嫌悪感を抱いていることが

考えられる。

子育てをしている親に対する眼差しの厳

しさ尺度の得点が，子どもがいない人は，

子育て経験のある人・孫がいる人に比べて

低かったことから，子育て経験のある人や

孫がいる人の方が子育てをしている親に対

して厳しい眼差しを向けていることが考え

られる。子育てをしている親に対する眼差

しの厳しさの中でも，冷たい視線尺度得点

において子どもがいない人と子育て中の人

は，子育て経験がある人・孫がいる人に比

べ得点が低かった。このことから，子育て

をしている親に対する厳しい眼差しの中で

も，子育て経験のある人や孫がいる人は，

子育てをしている親に対して，より冷たい

視線を向けていることが考えられる。一

方，親責任重視尺度の得点は，子どもがい

ない人の方が，子育て中の人・子育て経験

ありの人に比べて低かった。このことか

ら，子どもがいる人のほうが親の責任を重

視していることが考えられる。

保育園建設の賛否態度の平均値が，子育

て中の人は，子育て経験がある人と孫がい

る人に比べて高い傾向にあった。このこと

から，子育て経験のある人・孫がいる人よ

り，子育て中の人の方が保育園建設に賛成
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の傾向があることが考えられる。

しかしながら，年代を制御変数とする偏

相関分析の結果，親責任重視尺度を除く子

育て経験と各尺度得点に相関はみられなか

った。このことから，年代の影響を除いて

も子育て経験と親責任重視尺度は関連があ

ると考えられる。しかし，年代が高い方が

子育て経験がある人や孫がいる人が多いた

め，子育て経験と子どもイメージ尺度，子

ども嫌悪尺度，子育てをしている親に対す

る眼差しの厳しさ尺度，冷たい視線尺度に

おいてみられた相関は疑似相関である可能

性が考えられる。

３．各尺度平均値の比較に関する考察

子どもイメージ悪群は子どもイメージ良

群よりも保育園建設の賛否態度の得点が低

いことから，子どもに対するイメージが悪

いと保育園建設にも否定的であることが考

えられる。また，子ども嫌悪高群は子ども

嫌悪低群よりも保育園建設の賛否態度の得

点が低いことから，子どもに対する嫌悪感

を抱いていると保育園の建設にも否定的で

あることが考えられる。

子育てをしている親に対する眼差しの厳

しさ高群は子育てをしている親に対する眼

差しの厳しさ低群よりも保育園建設の賛否

態度の得点が低かった。このことから，子

育てをしている親に対して厳しい眼差しを

向けていると，保育園の建設にも否定的で

あることが考えられる。子育てをしている

親に対する眼差しの厳しさの中でも，冷た

い視線高群は冷たい視線低群よりも保育園

建設の賛否態度の得点が低かったが，親責

任重視高群と親責任重視低群では有意な差

はみられなかった。

また，保育園建設の賛否態度に関する重

回帰分析を行った結果，子ども嫌悪尺度と

冷たい視線尺度の標準偏回帰係数が有意で

あったことから，子育てをしている親に対

する眼差しの厳しさの中でも，特に子ども

への嫌悪感と子育てをしている親に対する

冷たい視線が保育園建設の賛否態度に影響

を与えることが考えられる。

４．保育園建設に対する態度変容に影響を

及ぼす要因となる対策尺度の考察

子どもイメージ悪群は子どもイメージ良

群よりも小規模化尺度の得点が高かったこ

とから，子どもイメージが悪い人の方が保

育園を小規模化することが地域住民の賛同

を得るために役に立つと考えているといえ

る。また，子ども嫌悪高群は子ども嫌悪低

群よりも園関係者の誠意ある対応得点と地

域貢献得点が低かったが，小規模化得点は

高かった。このことから，子どもへの嫌悪

感が低い人は子どもへの嫌悪感が高い人よ

りも，園関係者の誠意ある対応や地域貢献

が地域住民の賛同を得るために役に立つと

考えており，子どもへの嫌悪感が高い人は

子どもへの嫌悪感が低い人よりも保育園を

小規模化することが地域住民の賛同を得る

ために役に立つと考えているといえる。

子育てをしている親に対する眼差しの厳

しさ高群は子育てをしている親に対する眼

差しの厳しさ低群よりも小規模化尺度の得

点が高かったことから，子育てをしている

親に対する眼差しが厳しい人の方が保育園

を小規模化することが地域住民の賛同を得

るために役に立つと考えているといえる。

また，冷たい視線高群は冷たい視線低群よ

りも小規模化尺度の得点が高かったことか

ら，子育てをしている親に対する眼差しの

厳しさの中でも特に，子育てをしている親
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に対して冷たい視線を向けている人の方が

保育園を小規模化することが地域住民の賛

同を得るために役に立つと考えているとい

える。一方で，親責任重視高群は親責任重

視低群よりも園関係者の誠意ある対応尺度

の得点が高かったことから，親責任を重視

する人の方が園関係者の誠意ある対応が地

域住民の賛同を得るために役に立つと考え

ていることが考えられる。

また，保育園建設に対する態度変容に影

響を及ぼす要因となる対策尺度に関する重

回帰分析の結果，子ども嫌悪尺度と冷たい

視線尺度の標準偏回帰係数が有意であった

ことから，子どもへの嫌悪感と子育てをし

ている親に対する冷たい視線が，保育園建

設に対する地域住民の賛同を得るための対

策に影響を与えていることが考えられる。

�．総合考察
以上より，子どもに対するイメージが悪

かったり，子どもに対して嫌悪感を強く抱

いていたりすると，保育園の建設にも否定

的であるといえる。子育てをしている親に

対する眼差しの厳しさの中でも，特に子育

てをしている親に対して冷たい視線を向け

ている人の方が保育園の建設にも否定的で

あることが考えられる。

年代ごとの比較からは，若い世代よりも

年代の高い人の方が子どもに対する嫌悪感

を抱いており，子育てをしている親に対す

る眼差しも厳しいことが考えられる。子育

てをしている親に対する眼差しの厳しさの

中でも，特に子育てをしている親に対する

冷たい視線は，年代が高い人の方が強いこ

とが考えられる。一方，親に対する責任

は，年代に関係なくすべての年代で重視し

ていると考えられる。

保育園建設に対する態度変容に影響を及

ぼす要因に関しては，子どもに対する嫌悪

感や子育てをしている親に対する冷たい視

線が，どの対策が地域住民の賛同を得るた

めに役に立つかに影響を与えると考えられ

る。子どもイメージが悪い人や，子どもに

対して嫌悪感を強く抱いている人は，子ど

もイメージが良い人や子どもに対する嫌悪

感が低い人よりも，保育園を小規模化する

ことが地域住民の賛同を得るために役に立

つと考えているといえる。一方，子どもに

対して嫌悪感が低い人は子どもに対する嫌

悪感が強い人よりも，園関係者の誠意ある

対応や地域貢献が地域住民の賛同を得るた

めに役に立つと考えているといえる。

また，子育てをしている親に対して冷た

い視線を向けている人は保育園を小規模化

することが地域住民の賛同を得るために役

に立つと考えている。一方，親責任を重視

する人は園関係者の誠意ある対応が地域住

民の賛同を得るために役に立つと考えてい

るといえる。

保育園建設においては子どもの声がうる

さいという騒音問題としてしばしば語られ

るが，橋本（２０１２）によれば，子どもの声

は騒音ではなく「煩音」である。「煩音」

とは，橋本の造語であるが，「音量がさほ

ど大きくなくても，相手との人間関係や自

分の心理状態によってうるさく感じる音」

であり，嫌いな人やよく知らない人の音は

小さくてもうるさく聞こえることが調査に

よって判明している。騒音問題の場合防音

対策が重要となってくるが，煩音問題の場

合，一番重要な対策は相手に対する誠意あ

る対応とそれを通じた関係の改善であると
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橋本（２０１２）は語っている。

橋本（２０１５）は，保育園の建設における

近隣住民との問題の解決には，当事者同士

の感情的しこりや怒り，敵意を取り除くこ

とが大切であり，防音対策と並行してお互

いが接する機会を持つなどすることによ

り，信頼関係を作っていくことが必要であ

るとしている。NHKクローズアップ現代

の「子どもって迷惑？～急増する保育園と

住民のトラブル～」（２０１４）の中でも，建

設予定当時は近隣住民の反対意見が多かっ

たが，建設説明会に保育園の園長や保育士

が参加し，近隣住民の要望を取り入れるこ

とで住民の合意を得て開園した保育園が紹

介されていた。その保育園は，今では地元

のお祭りに参加する等，地域の重要なメン

バーになっている。また，朝日新聞デジタ

ル「近所に保育園，迷惑ですか」（２０１６）

の記事の中で，保育事業者の開園担当者は

「その土地を一番知っている自治体との連

携は，地域の合意形成を進める上で不可

欠」と語っている。

このように，保育園の建設ありきではな

く，事前に説明会を何度も開き，近隣住民

の要望をかなえる努力を行政と保育園側が

行い，誠意ある対応をすることが，近隣住

民が保育園建設に賛同するために必要であ

ると考えられる。さらに，開園後も地域住

民と交流する機会を持つことが，近隣住民

との関係を良好に保つために大切であると

考えられる。「子どもだからうるさくてし

ょうがない」という気持ちではなく，近隣

住民と保護者を含めた保育園関係者がお互

いに思いやりの気持ちを持ち，地域で協力

し合うことが現代社会に求められているこ

とではないか。

本研究では，幅広い年代からの回答を集

めたが，年代ごとの人数を人口比に合わせ

た年代構成にすることが今後の課題であ

る。また，本研究では，研究協力者の性別

が偏っていたが，統計的には性差がみられ

なかった。しかし，今後は男性からの回答

も得て，結果を検討する必要がある。ま

た，子育て環境を整えることは今後の社会

にとって大切なことである。保育園の建設

を含め，どのような働きかけをすること

で，地域一丸となって子育てに取り組める

ようできるのかを検討することが今後の課

題である。
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